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	■室内ユニットへの配線接続②
•	電装ボックスの配線接続口を通し、端子台に接続して
ください。端子台への接続は絶縁スリーブ付きの丸型
圧着端子を使用してください。

•	端子台の端子ネジを締め付けすぎるとネジを損傷する
おそれがあります。下記の締め付けトルクを参照くだ
さい。

ネジ呼び径 締め付けトルク（N・ｍ）
Ｍ４ 1.2～1.3

•	室内外信号線・室内電源線・アース線は端子接続部に
張力が加わらないように、配線固定具に通し、しっか
りと固定してください。固定は必ず被覆部分で行って
ください。

•	電装ボックスから本体の配線接続口までの配線処理は、
結束バンド小（付属品）で固定してください。（２か所）　
（20ページ　図13）

•	配線をはさまないように電装ボックスのふたを元通
りに取り付けてください。

•	配線後、配線接続口はすき間がないようにパテ等（現
地調達）でふさいでください。

	■コントロールスイッチのはずしかた・取り付けかた	
同時運転マルチの場合、室内ユニット１台のコント
ロールスイッチを残し、他の室内ユニットのコント
ロールスイッチははずしてください。	
〈「■配線の手順」（27ページ）〉参照

① 電装ボックス内のコントロールスイッチ配線をはずして
ください。（図15）

② 前面パネルをはずしてください。（ネジ２か所）（図16）
③ 裏側のコントールスイッチ固定具をはずしてください。
（ネジ4か所）（図17）

④ コントロールスイッチをはずした部分にコントロールス
イッチ固定具を裏返して取り付けてください。（図18）

⑤ 前面パネルを取り付けてください。（ネジ２か所）

図18図17

図16

図15
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S-LINK アダプター取付位置
信号出力基板取付位置

配線取出し口をパテでふさぐこと

ネジ取り付け位置

角穴に挿入

結束バンドで
余剰分の配線
を固定

（現地調達）

結束バンドで
電源線に固定

（現地調達）

【信号出力基板の配線処理】

結束バンドで
内部配線を固定

（現地調達）

板金内に配線
を通すこと

S-LINK アダプター
付属 2P 端子台

S-LINK アダプター
現地配線

S-LINK アダプター

結束バンドで
電源線に固定

（現地調達）

結束バンドで
内部配線に固定

（現地調達）

信号出力基板現地配線

信号出力基板

板金内に配線
を通すこと

CN051（赤 4P）
S-LINK

【S-LINK アダプターの配線処理】

OPTION
CN060（白 14P）

OP1
CN309（黄 3P）
有電圧出力のみ使用します

結束バンドで
余剰分の配線
を固定

（現地調達）

	■ S-LINKアダプターの取り付け方法と配線接続
（集中制御機器を使用する場合）
（S-LINK アダプターに付属の据付（電気）工事説明書もあわ
せて参照してください）

•	S-LINKアダプターに付属の２P端子台を室内ユニッ
トの電装ボックスに取り付けます。（図19）

•	配線は S-LINK アダプターに付属の据付（電気）　　
工事説明書に記載されている「配線のしかた」を参
照してください。

•	S-LINK アダプターの配線取出し口をパテ（現地調達）
でふさぎ、図 21のように室内ユニット底板の指定
の位置に配線取出し口を奥側にして取り付け、ネジ
固定してください。

•	S-LINK アダプターから電装ボックス間の配線や、
2P端子台から外部取り出し用の配線（S-LINK アダ
プター現地配線）は 図 19のように結束バンド　　
（現地調達）で固定してください。

図20

図21

	■信号出力基板の取り付け方法と配線接続
（信号出力基板に付属の「据付（電気）工事担当およびサービ
ス担当のかたへ」もあわせて参照してください）
•	配線は信号出力基板付属の「据付（電気）工事担当
およびサービス担当のかたへ」に記載されている
「3．配線図」「4．取り付け方法」を参照してください。

•	信号出力基板の配線取出し口をパテ（現地調達）で
ふさぎ、図 21のように室内ユニット底板の指定の
位置に配線取出し口を奥側にして取り付け、ネジ固
定してください。

•	信号出力基板から電装ボックス間の配線や、信号出
力基板から外部取り出し用の配線は 図 20のように
結束バンド（現地調達）で固定してください。

図19

7．電気配線工事⑤ 「安全上のご注意」の内容をご確認ください
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8．試運転の前に
	●ワイヤレスリモコンご使用の場合は、ワイヤレスリモ
コンに同梱されている説明書とあわせてご覧ください。
	●試運転はお客様に立ち会いをお願いして行ってくださ
い。取扱説明書の内容を説明した上で、実際に操作し
ていただいてください。
	●集中制御機器を使用する場合には、リンク配線と
S-LINK アダプターが必要になります。
（詳細については、S-LINK アダプターに同梱されている説明
書を参照ください）
	●「14. 据付工事完了後のチェック項目」（35ページ）の
No.15までを確認してください。
	●室内ユニット4P端子台の SG1，SG2 端子に AC200 V 
の配線（3線式の室内外接続線・電源線等）を接続して
いないか確認してください。

＊	誤って AC200 V を印加した場合は、室内コントロ－
ル基板（通信）のヒュ－ズ（0.4 A）を溶断して基板
を保護するようにしています。配線接続を修正した後、
室内コントロール基板（通信）に接続されている、2P
コネクタ（青、OC）をはずして、2P コネクタ（茶，
EMG）に差し替えてください。茶コネクタに差し替え
ても運転できない場合には、ジャンパ－線（JP007）
をカットしてください。
（本ページの「室内コントロール基板（通信）」参照）
（作業は必ず運転を停止して電源（配線用しゃ断器（ブレー
カー））を切ってから行ってください）
	●室外ユニット端子台の SG（SG1），SG2 端子に 
AC200 V の配線を接続していないか確認してください。

＊	誤ってAC200 V を印加した場合は、配線接続を修正
してください。室外ユニットは室外コントロール基板
の（EMG）コネクタに接続されている短絡ピンを「1
から 2」へ差し替えてください。ただし室外ユニット
（XEPHY Premiumシリーズ、XEPHY Eco シリーズ）
の 50 ～ 160 形は回路で保護されており、EMGコネ
クタは無いため短絡ピンの差し替え作業はありません。
（30ページの「 室外コントロール基板 」参照）

（作業は必ず電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を切って
から行ってください）

	●電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））は圧縮機保護の
ため 12時間以上前に入れてください。
	●液管・ガス管側の閉鎖弁を全開にしてください。
	●別売品を取り付ける場合は、別売品の据付工事説明書
を参照してください。
	●同時運転マルチ、グループ制御で使用される場合、次
の優先順位で室内ユニットが親機になるように設定し
てください。
 〈 32 ページ / 項目 12-5、12-6 〉参照

3 1

6
CN062
BLK

4
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室内コントロール基板（メイン）室内コントロール基板（通信）

6P プラグ
（①-④、CHK）

EMG
BRW
CN044

OC
BLU
CN040

JP
00
7 2P コネクタ
（茶、EMG）

2Pコネクタ
（青、OC）

JP007 カット
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9．試運転フローチャート
自動アドレスの注意事項

自動アドレスの設定に最大で 10分程度かかります。
コントロールスイッチで“設定中”の点滅が終了した後、1分 30秒以上待ってから運転を開始してください。

コントロールスイッチの試運転設定を
“ オフ ”にし、試運転表示の消えていること

を確認する〈 25 ページ / 項目 10-2 〉

お客様のご希望に従い、風向範囲の
切り替えを行う。

〈 34 ページ / 13. 風向範囲の切り換え 〉

はい

はい

いいえ複数の室外ユニットに
またがって、リンク配線（※）

を行っていますか？　

室外ユニットは
複数台ですか？

シングルタイプですか？
（室外ユニット１台に対し、

室内ユニット１台）

はい

はい
親子設定は

あっていますか？

35 ページの
「14. 据付工事完了後のチェック項目」を

再度確認する

冷媒系統アドレス設定を行う
〈 29 ページ / 項目 12-2 〉

室内・室外ユニットの電源を入れる
自動アドレスを開始します

室内ユニットの自動アドレス設定を行う
〈 31 ページ / 項目 12-4 〉

コントロールスイッチを
試運転に設定する

〈 25 ページ / 項目 10-2 〉

はい

運転できますか？

室内ユニットのユニット No. と
親子設定を確認する。

〈 32 ページ / 項目 12-5 〉

全ての室内・室外ユニットの電源を入れる
自動アドレスを開始します

手動で親子設定してください
 〈 32 ページ / 項目 12-6 〉

〈11. 自己診断機能表〉に従って
チェックし、更に回路図を参照し、

修正する所があれば修正する
　〈 26 ページ 〉

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

※リンク配線を行う場合は S-LINK アダプター
　（別売品）が必要です。
　なお、冷媒系統が異なる室内ユニットのリモコン
　グループ制御はできません。



25

試
運
転

10．コントロールスイッチ試運転設定

① + +  ボタンを同時に４秒以上押します。

メンテナンス機能画面が表示されます。

② /  ボタンで必要な機能のメニューを表示し、

選択してください。

リモコングループ構成
メンテナンス機能

サービス連絡先登録
エコナビ

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
リモコン設定モード

メンテナンス機能画面

試運転設定
メンテナンス機能

サービスチェック表示
センサー情報表示

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
簡単設定

メンテナンス機能画面

変更 決定 確定［ ］

ON

試運転設定

試運転設定画面

10-1. メンテナンス機能画面表示（ユニットが運転を停止した状態で行ってください）

10-2.試運転
•	メンテナンス機能画面を表示してください。

•	 /  ボタンで［試運転設定］を選択し、	
 ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで試運転設定、［ON］を選択し、
 ボタンを押してください。

•	  ボタンを押し、リモコンに  と表
示していることを確認してください。

•	  ボタンを押すと試運転を開始します。	
暖房、冷房のいずれかの運転モードを使用し
てください。

•	試運転を終了後は再度、上記メンテナンス機能
→［試運転設定］を選択、試運転設定［OFF］
を選び  ボタンを押してください。

 ボタンを押し、メンテナンス機能の画面
表示を終了してください。
リモコンの  が消灯していることを確認し
てください。
（連続試運転を防止するため 60分後自動で
［OFF］になります）

［ ］ ［ ］運転

試運転

試運転画面

決定
戻る

メニュー

設定
温度

冷房
.0
℃

会議室

28

コントロールスイッチ
① ① ①②



26

11．自己診断機能表
コントロール
スイッチ表示

原　　　因
処置方法1：1接続の場合

（シングルタイプ） 同時運転マルチの場合 親・子コントロール
スイッチ制御の場合

全く表示されない
	● コントロールスイッチが正しく接続されていない。
	● 室内ユニットの電源が入っていない。

	● 正しく接続する。
	● 室内ユニットの電源を入れる。

“設定中”が消えない	
（最大で10分 程度）

	● アドレス設定が終了していない。室内外能力の不一致、他。
	● 室内外操作線の断線、接続不良。
	● 電源線（欠相）

	● 室外コントロール基板上のLED１，２
表示（※1）を確認し、配線（欠相、誤
配線、断線）、室内外能力をチェックする。
	● 基本配線図を参照して正しく接続する。

“Ｅ０１”表示

	● 自動アドレスが終了していない。
	● 室内外操作線の断線・接続不良。
	● コントロールスイッチが正しく接続されていない。
	●（コントロールスイッチ受信不良）

	● コントロールスイッチおよび室内外接
続線の配線を確認する。
	● 自動アドレスを行う。

“Ｅ０２”表示 	● コントロールスイッチが正しく接続されていない。	
（コントロールスイッチから室内ユニットへの送信不良） 	● 正しく接続する。

“Ｅ０９”表示 ────
	● ２号機以降のコント
ロールスイッチが
接続されたままで
ある。

	● 親が２台以上設定さ
れている

	● ＜12-1＞の項を参考にコントロールス
イッチを切り離す。
	● ＜12-7. 親・子リモコン制御＞の項を参
考にして正しく設定する。

“Ｅ 1４”表示 ──── 	●  親機重複 ──── 	● ＜ 12-5 ＞＜12-6＞の項を参照して室
内ユニットの親子設定を正しく設定する。

“Ｅ 1８”表示 ──── 	●配線不良 ────
	● 冷媒系統の異なる室内ユニットでリ
モコングループ配線をしていないか
確認する。

“Ｅ０４”表示
	● 室内外接続線または信号線の断線、接続不良。 	● 正しく接続する。

	● 基本配線図を参照して正しく接続する。“Ｅ０６”表示
“Ｅ１５”表示 	● 室内ユニット台数が設定より少ない。 	● 室内・室外ユニット総合容量が適切な

能力であることを確認する。“Ｅ１６”表示 	● 室内ユニット台数が設定より多い。

“Ｅ２０”表示 	● 室内ユニットからのシリアル信号を全く受信できない。 	● 室内ユニットに電源が入っているか、	
室内外接続線は正しいか確認する。

“Ｅ２２”表示 	● 室内外接続線、室内外信号線の誤配線

	● 電源を切り①、②を実施する。	
ただし、室外ユニット（CU-H7B,CU-G7B
シリーズ）の40～160形は回路で保
護されており、EMGコネクタは無いた
め①のみ実施する。
①正しく接続する。
②室外ユニットのEMGコネクタを
1→2へ差し替える。

“Ｊ０３”表示 	● 冷媒センサー異常（下側） 	● 冷媒センサーのコネクター抜け・断線
がないか確認する。
	● 冷媒センサーを交換する。（※ 2）“Ｊ０５”表示 	● 冷媒センサー異常（上側）

“Ｐ０５”表示
	● 室外ユニットの３相電源が、逆相または欠相になっている。
	● 室外ユニットのリアクタ線の断線、接続不良

	● 室外ユニットの３相電源の２相を入れ
替えて正しく接続する。

“Ｐ０８”表示 	● 室内Ｒ 32冷媒漏洩異常	
（R32冷媒以外の可燃性ガスにも反応）

	● フレアナットの締め具合を確認する。
	● R32冷媒以外のガスが漏れていないか
確認する。

“Ｐ０９”表示 	● 室内ユニットの LMコネクタが正しく接続されていない。
半挿入、逆挿しになっている他

	● 室内ユニットの基板上の LMコネクタ
を正しく接続する。

“Ｌ０２”
“Ｌ１３”表示 	● 室内・室外ユニット機種の不一致 	● 室内・室外ユニットの機種を確認する。

“Ｌ０７”表示
	● 室内ユニットがツイン
以上の接続で個別設
定になっている。

	● 自動アドレス設定を行う。

“Ｐ 1２”表示 	●  室内ユニットのＤＣ送風機異常 	● ＤＣ送風機‐基板間の配線を確認する。

ナノイー Ｘ 	● ナノイーＸのコネクタが接続されていない。 	● ナノイーＸの配線を確認する。

コントロールスイッチのエラー表示を確認し、原因に応じて処置してください。
処置後は、電源を入れ直してください。（自動復帰警報ではありません）

•	 上記の処置をしても正常に運転しない場合、または上記コントロールスイッチ表示以外の表示がでる場合には、販売店に連絡してください。
※1 �エラー発生時の室外コントロール基板上のLED1, 2の表示について

LED1の点滅回数は警報の種類（ 2 回は P、 3 回はH、 4 回は E、 5 回は F、 6 回は L ）、 LED2 の点滅回数はエラー番号を
意味します。「LED1が 4回点滅」⇔「LED2が 22回点滅」を繰り返している場合は、「E22警報」を表します。
（ 自動アドレス設定中は、室外コントロール基板上の LED1, 2 が交互点滅します）

※2 �センサーの交換について、試運転時不良センサーのみ交換可能ですが、使用開始後の修理や定期交換の際は必ず2個同時に交
換する必要があります。
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※	コントロールスイッチは1台の室内ユニットのみ取り付けたまま残し、他のユニットははずしてください。	
〈「■コントロールスイッチのはずしかた・取り付けかた」（21ページ）〉参照

漏電しゃ断器

シングルタイプの場合（３線式）

S
室外ユニット

SGR RTS

室内外接続線

アース

室外電源線

S
室外ユニット

SGR RTS

工場出荷時は“０”
に設定されています。

系統アドレス
工場出荷時は“０”
に設定されています。

系統アドレス

漏電しゃ断器

アース

同時運転マルチの場合（３線式）

室外電源線

00

室内外接続線

ア－ス

室内ユニット
１号機 コント

ロール
スイッチ2P白コネクタ

黒 白

ア－ス

室内ユニット
2号機
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
3号機
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
4号機
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

SG

室内ユニット
１号機

2SG2SG1

コントロールスイッチ

2P白コネクタ
黒 白

R S 1 SG 2SG2SG1R S 1 SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1

※ ※ ※ 

•	同時運転マルチ：1台の室外ユニットに、最多4台（ダブ
ルツイン）の室内ユニットを接続して運転が可能です。	
（指定の室内ユニットの組み合わせになります。個別に
リモコンを接続しての単独運転はできません）

	■配線の手順

•	同時運転マルチの場合、コントロールスイッチへの
わたり配線は不要です。

•	室内ユニット２号機以降は、コントロ－ルスイッチ
のリ－ド線コネクタ（2P 白コネクタ）をはずしてコ
ントロールスイッチをはずしてください。

•	コントロールスイッチをはずした部分にコントロー
ルスイッチ固定具を裏返して取り付けてください。
（室内機２号機以降はコントロールスイッチは動作しない
ため）	
〈「■コントロールスイッチのはずしかた・取り付けかた」
（21ページ）〉参照

＊	同時運転マルチはコントロールスイッチ 1個で制御
するため､ 室内ユニット 2号機以降はコントロール
スイッチを切り離さないとコントロールスイッチに
警報表示［E09］がでます｡

•	冷媒系統アドレスの設定は必要ありません。
•	すべての室内・室外ユニットの電源を入れると自動アド
レスを開始します。

•	この時、最大で10分程度かかります。自動アドレス中は、
室外コントロ－ル基板のLED1とLED2が交互点滅し、
完了時は消灯します。

•	自動アドレス設定完了後、1分30秒以上待ってから、運
転を開始してください。

12-1-1 基本接続 1 （シングルおよび同時運転マルチで集中制御機器を使用しない場合）

12．アドレス設定① この項では、アースや室外ユニットの電源線・	
漏電しゃ断器の表示は省略しています。
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•	システムコントローラー等の集中制御機器に接続する
ためには、S-LINK アダプター（別売品）が必要です。
（詳細については、S-LINK アダプターに同梱されている説明
書を参照ください）

•	電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れる前に、
冷媒系統アドレスの設定をしてください。

〈 項目 12-2 〉参照
•	室内ユニットの自動アドレス設定をしてください。

〈 31 ページ / 項目 12-4 〉参照

12-1-2 基本接続 2 （同時運転マルチが複数系統あり集中制御機器を使用する場合）

冷媒系統１
（１に設定）
　　＜項目５－４＞参照

室外コントロ－ル基板内
系統アドレス
ロータリースイッチ 1

（３に設定）

（２に設定）
2

3

冷媒系統２

冷媒系統３
（ツイン） （トリプル）

（ダブルツイン）

ア－ス

室内ユニット
１－２
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
１－１

コントロール スイッチ

2P白コネクタ
黒 白

集中
制御機器

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品）室外ユニット取付け

室内外操作線
（Ｓ－ＬＩＮＫ配線）

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品）室外ユニット取付け

Ｓ－ＬＩＮＫアダプター
（別売品）室外ユニット取付け

１号機

ア－ス

室内ユニット
２－２
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
２－３
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
２－１

コントロールスイッチ

2P白コネクタ
黒 白

2号機

ア－ス

室内ユニット
３－２
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
３－３
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
３－４
2P白コネクタ
をはずす 黒 白

ア－ス

室内ユニット
３－１

コントロールスイッチ

2P白コネクタ
黒 白

3号機

S SGR RTS
室外ユニット S SGR RTS

室外ユニット

S SGR RTS
室外ユニット

室内外操作線
（Ｓ－ＬＩＮＫ配線）

室内外接続線

室内外接続線 室内外接続線

アース

漏電しゃ断器

室外電源線

アース

アース
漏電しゃ断器

室外電源線

漏電しゃ断器

室外電源線

同時運転マルチの複数冷媒系統をリンク接続する場合（３線式）

SG 2SG2SG1R S 1 SG 2SG2SG1R S 1 SG 2SG2SG1R S 1 SG 2SG2SG1R S 1

SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1SG 2SG2SG1R S 1

※ 

※ ※ ※ 

※ ※ 

※	コントロールスイッチは1台の室内ユニットのみ取り付けたまま残し、他のユニットははずしてください。	
〈「■コントロールスイッチのはずしかた・取り付けかた」（21ページ）〉参照
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•	室外コントロール基板上にある「系統アドレスロータ
リースイッチ」と「ディップスイッチ」（下図）を使用して、
冷媒系統アドレスを設定してください。基板上の位置は
30ページの室外コントロール基板で確認してください。
（＊�設定は、電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れ

る前に行ってください）

•	下表を参考にして設定したい冷媒系統アドレスになるよう、
両方のスイッチを変更してください。
（系統アドレスは、［０］（出荷時）から［30］まで設定可能
です）

12-2	 冷媒系統アドレスの設定方法

工場出荷時は“ ０ ”に
設定されてます。

ＯＮ側

系統アドレスロ－タリースイッチ

ON

０

２ ＯＦＦ側

系統アドレスディップスイッチ
　１０位　２０位

１

□ : つまみ側

冷媒系統アドレス番号
冷媒系統アドレス１０の位
（２Ｐディップスイッチ）

１０位２０位

冷媒系統アドレス１の位
（ロ－タリースイッチ）

 １

 ２

10 位がＯＮ11

20 位がＯＮ21

10 位と 20 位がＯＦＦ

10 位と 20 位がＯＦＦ

10 位と 20 位がＯＦＦ

自動アドレス（出荷時設定“０”）

10 位と 20 位がＯＮ30

（室外ユニットが１号機の場合）

（室外ユニットが２号機の場合）

（室外ユニットが１１号機の場合）

（室外ユニットが２１号機の場合）

（室外ユニットが３０号機の場合）

設定０

設定０

設定２

設定１

設定１

設定１

０

０

２
１

１
１

ON
ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

ＯＮ側
ＯＦＦ側

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
ON

１ ２
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	室外コントロール基板

LED1
LED2

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

モ－ド固定ピン

運転ピン

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

LED1
LED2

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

モ－ド固定ピン

運転ピン

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

●XEPHY	Premium（ハイグレードタイプ）
（50～ 63形	単相）

●XEPHY	Eco（高効率タイプ）
（50～ 80形	単相）

●XEPHY	Premium（ハイグレードタイプ）
（80形	単相）

モ－ド固定ピン
運転ピン

系統アドレス
10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

LED2

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

【裏面】

LED1

０

自動アドレスピン

系統アドレス 10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロータリースイッチ

モ－ド固定ピン

ＬＥＤ1

ＬＥＤ１

ＬＥＤ２

A.ADD

CHK
RUN

運転ピン

試運転ピン

冷媒回収ピン（黒）

ＬＥＤ2
EMGコネクタ

●XEPHY	Premium（ハイグレードタイプ）
（80～ 160形	三相）

●XEPHY	Eco（高効率タイプ）
（112～ 160形	）

●フル暖	XEPHY
（56形、80形、112形	）

●XEPHY	Premium（ハイグレードタイプ）
（224・280形	）

●XEPHY	Eco（高効率タイプ）
（224・280形	）

●フル暖	XEPHY
（160形	）

モ－ド固定ピン
運転ピン

系統アドレス
10位 20位
ディップスイッチ

系統アドレス
ロ－タリースイッチ

LED2

自動アドレスピン

試運転ピン

冷媒回収ピン

【裏面】

LED1

●XEPHY	Premium（ハイグレードタイプ）
（50～ 63形	三相）

●XEPHY	Eco（高効率タイプ）
（50～ 80形	三相）
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室内・室外ユニットすべての電源（配線用しゃ断器（ブレーカー））を入れ、1分30秒以上
待ってから、室内ユニットのアドレス設定をしてください。
•	メンテナンス機能画面を表示してください。

〈 25ページ/項目10-1 〉参照

•	 /  ボタンで［自動アドレス設定］を選択し、	
 ボタンを押してください。	

自動アドレス設定画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コード/系統No.の選択を	
切り換えてください。

•	 /  ボタンで項目コード［A1］/系統No.	
［系統番号］を選択し、  ボタンを押してください。	
自動アドレスが開始されます。	
（リモコンに［設定中］と表示します）	
［設定中］が消灯したら設定完了です。	
設定が完了すると再起動します。	
別の系統を設定する場合は、メンテナンス機能画面の表
示から行ってください。

•	設定を中断する場合は、  ボタンを押してください。

•	アドレス設定後1分30秒以上待ってから、運転を開始し
てください。

12-3	 室内ユニットの自動アドレス設定方法 （コントロールスイッチからの設定）

系統 No.
自動アドレス設定

次へ　

項目コード

1A1

項目ｺｰﾄﾞ変更

自動アドレス設定画面

自動アドレス設定
メンテナンス機能

タッチキー感度確認
タッチキー感度設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
ナノイーX

メンテナンス機能画面

•	冷媒系統１の室内・室外ユニットの電源（配線用しゃ断器
（ブレーカー））を入れてください。

•	電源を入れて、1分30秒以上待ってから、電源を入れた
室外ユニットの自動アドレスピンを短絡し、離してくだ
さい。
（室外コントロール基板上のLED1と2が交互点滅し、室内ユ
ニットのアドレス設定を開始します。完了時は消灯します）	
< 約10分程度かかります >

＊ �自動アドレスピンは、30ページの室外コントロール基板
を参照してください。自動アドレスを開始後、完了前に
再び自動アドレスピンを短絡すると、自動アドレスを中
止します。

•	次に他の冷媒系統の室内・室外ユニットの電源を入れ、
1分30秒以上待ってから、室外ユニットの自動アドレス
ピンを短絡し、離してください。

•	同様の動作を繰り返して各系統ごとの自動アドレス	
設定を完了させてください。

•	アドレス完了後、1分30秒以上待ってから、運転を	
開始してください。

12-4	室内ユニットの自動アドレス設定 （12-1-2 基本接続2の場合）



12．アドレス設定④

複数台設置される場合、個々の室内・室外ユニットの組合せが確認しやすいよう、ユニットNo.を室内ユニットの	
確認しやすい場所（室内ユニットのネームプレートの近辺など）に記入・表示してください。

（例） ユニットNo. 1-1（冷媒系統アドレス:1-室内ユニットアドレス:1）
1-2（冷媒系統アドレス:1-室内ユニットアドレス:2）

＊ �メンテナンス時に必要となります。必ず記入・表示するようにしてください。

	■コントロールスイッチでのユニットNo.確認方法

12-5	 室内ユニットのユニットNo. の表示と親子設定の確認

詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 次へ 　

1500時間運転後
詳細設定を終了し
再起動します。
よろしいですか？
はい いいえ

詳細設定終了画面

詳細設定
メンテナンス機能

タッチキー感度設定
自動アドレス設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
タッチキー感度確認

メンテナンス機能画面

  ﾕﾆｯﾄNo.
詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 次へ 　

項目ｺｰﾄﾞ 設定データ

000014 0001     1-  1

詳細設定画面

•	メンテナンス機能画面を表示してください。	
〈 25ページ/項目10-1 〉参照	

/  ボタンで［詳細設定］を選択し、  ボタンを	
押してください。詳細設定画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コードにして、 /  ボタンで項目
コード［000014］としてください。

•	 /  ボタンでユニットNo.にして、 /  ボタンで　　
ユニットNo.を選択すると、選択されたユニットNo.の室内
ユニットのファンが運転します。

•	コントロールスイッチに表示されたユニットNo.（右図で
は 1-1）をファンが運転した室内ユニットの確認しやすい
場所に記入してください。

•	すべての室内ユニットのユニットNo.記入が完了したら 
 ボタンを押して、再起動［はい］を選択し	
 ボタンを押してください。

「12-5  室内ユニットのユニットNo.の表示と親子設定の確認」で設定データ［0001］（親機設定）から変更が必要な場合は、
次の手順で設定データを変更してください。

•	 /  ボタンで設定データを選択し、	
/  ボタンで設定データ［0002］（子機設定）に	

変更し  ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで親機設定するユニットNo.を選択し
てください。

•	 /  ボタンで設定データを選択し、	
/  ボタンで設定データ［0001］に変更し	

 ボタンを押してください。

＊�設定データ［0001］となっているユニットNo.が複数ある
と試運転でエラーコード［E14］が表示します。

＊�設定データ値を変更しても、室内・室外ユニットの組合せ
とユニットNo.は変わりません。

•	すべての室内ユニットのユニットNo.を記入したら、
 ボタンを押して再起動［はい］を選択し、
 ボタンを押してください。

12-6	室内ユニットの親子設定変更方法
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12-7	 親子リモコン制御 （ワイヤードリモコンを追加設置する場合）

	■リモコンの子リモコンへの設定方法
•	メンテナンス機能画面を表示してください。	

〈 25ページ/項目10-1 〉参照

•	 /  ボタンで［リモコン設定モード］を選択し、
 ボタンを押してください。	

リモコン設定モード画面が表示されます。

•	 /  ボタンで項目コード［01］を選択してください。

•	 /  ボタンで設定データにして、 /  ボタンで
設定データ［0001］（親）から設定データ［0000］（子）を

変更し、  ボタンを押してください。

•	  ボタンを押し、再起動［はい］を選択し、  
ボタンを押してください。

設定ﾃﾞｰﾀ
リモコン設定モード

次へ　

項目コード

000001

項目ｺｰﾄﾞ変更

1500時間運転後
リモコン設定モードを終了し

再起動します。
よろしいですか？
はい いいえ

設定ﾃﾞｰﾀ
リモコン設定モード

次へ　

項目コード

000001

項目ｺｰﾄﾞ変更

リモコン設定モード終了画面

リモコン設定モード
メンテナンス機能

センサー情報表示
試運転設定

選択 決定 確定

XX XX/

［ ］
サービスチェック表示

メンテナンス機能画面

リモコン設定モード画面

1台もしくは複数台の室内ユニットをコントロールスイッチ
とワイヤードリモコン（あわせて2 個まで）で操作することが
できます。	
（その中のひとつは、子リモコンに設定してください）
＊ �詳細は、リモコンに同梱されている説明書を参照してくだ

さい。

	■同時運転マルチにワイヤードリモコン
1個追加して操作する場合

	■ 室内ユニット 1台にワイヤードリモコン
1個を追加して操作する場合

漏電しゃ断器

リモコン配線 リモコン（別売品）

室外ユニット

室外電源線

シングルの例（３線式）

室内外
接続線

21

3相 200 V 3 ～
ア－ス

SR SGS TR

ア－ス

４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2

室内ユニット
コントロール

スイッチ
黒 白

室内ユニット

室外電源線

漏電しゃ断器

室内外接続線

室外ユニット

ツインの例（３線式）
ア－ス

リモコン

21

3相 200 V 3 ～
ア－ス ア－ス

室外電源線

２線式
４線式
３線式

室内外接続線
SR SGS TR
SR SG1S TR SG2

SG1S TR SG2
４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2 ４線式
３線式

リモコン配線
SGS 1R 2

SG1SR SG2

黒 白

室内ユニット
コントロール

スイッチ
黒 白

（別売品）
リモコン配線
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13．風向範囲の切り換え

34

  ﾕﾆｯﾄNo.
詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 　

項目ｺｰﾄﾞ 設定データ

000045 0004     1-  1

決定 確定［ ］

  ﾕﾆｯﾄNo.
詳細設定

［ﾒﾆｭｰ］切替 　

項目ｺｰﾄﾞ 設定データ

000045 0004     1-  1

決定 確定［ ］

標準・左吹き・右吹きの 3種類から風向の範囲を切り換えること
ができます。

設置例

標準　［0000］　室内ユニットの左右に壁がない場合
左吹き［0004］　室内ユニットを部屋の右隅に設置した場合
右吹き［0005］　室内ユニットを部屋の左隅に設置した場合

•	メンテナンス機能画面を表示してください。	
〈 25 ページ / 項目 10-1 〉参照

•	 /  ボタンで [８. 詳細設定]を選択し、　
 ボタンを押してください。	

詳細設定画面が表示されます。

•	 /  ボタンでユニットNo.を選択し、　　
ボタンを押してください。

•	 /  ボタンで項目コード［000045］ を選択し、 
 ボタンを押してください。

•	設置場所に合わせて風向範囲を選択してください。　　　　
設定データ　標準［0000］　左吹き［0004］　右吹き［0005］

/  ボタンで設定データを選択し、　　 　
 ボタンを押してください。

＊	同時運転マルチ接続の場合、続けて別のユニットNo. 項
目コードを設定する場合は上記の手順を繰り返してくだ
さい。

＊	すべての室内ユニットの設定が左吹きの場合、風向表示
は、［左吹き］となります。（右吹きの場合は［右吹き］と
なります）	
１台でも別の設定があると、風向表示は［標準］となりま
す。

•	すべての室内ユニットの設定が完了したら  ボタンを
押し、再起動［はい］を選択し、  ボタンを押してくださ
い。
＊	別売のリモコンを使用する場合、風向表示は実際の動作と
異なります。

標準 ［0000］
（出荷設定）

リモコンの
設定データ

［000045］
項目コード

コントロール
スイッチ表示

左吹き［0004］

右吹き［0005］

風向

風向

風向

風向の切り換え

（木）

定] 確定

詳細設定

3-1 000110

20:30

[決

ﾕﾆｯﾄNo. 項目ｺｰﾄﾞ 設定ﾃﾞｰﾀ

設定ﾃﾞｰﾀ変更

▲

はい

よろしいですか？

詳細設定を終了し
再起動します。

　いいえ

詳細設定終了画面

（木）メンテナンス機能

9. 自動アドレス設定
10. タッチキー感度設定
11. タッチキー感度確認

定決 定確り送ﾞｼｰﾟﾍ択選

20:30
8. 詳細設定

メンテナンス機能画面

詳細設定画面
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14．据付工事完了後のチェック項目
据付工事および電気工事完了後、下記項目についてチェックをお願いします。

作業名称 No. チェック項目 チェック欄	 予想される不具合・確認事項

据付場所 1 室内ユニットは「3.据付場所」の項目を満足してい
ますか □ 軽傷を負うことや、財産の損害が発生する等の可能

性があります。

冷媒配管
工事

2 （複数台設置の場合）他系統と誤配管になっていま
せんか □

機器が動作しない。または、動作しない室内ユニッ
トに冷媒が流れ、水漏れ等の可能性があります。	
他系統と誤配管になっていないか確認をお願いし
ます。

3 気密試験・フレア継手・ねじ接合継手および
溶接部のガス漏れ確認を行いましたか □

冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒーター、ストーブ、	
コンロなどの火気に触れると有毒ガスの発生や火
災の原因となりますので、迅速に修理をお願いしま
す。

4 機外でのフレア接続を行っていませんか  □
漏えい想定高さhs（1.8 m）が床面からフレア接続
部までの高さとなります。７ページの計算式を用い
て設置可能最小面積を計算してください。

ドレン　
配管工事

5 室内ユニットのドレン接続部（樹脂部）に	
接着剤を塗布していませんか □

樹脂部が割れて水漏れする場合があります。	
塗布してしまった場合は、ドレン接続部の交換をお
願いします。

6 水漏れはありませんか □
排水不良や水漏れ個所があった場合は、ドレン配管
の修正をお願いします。7 室内ユニットのドレン配管下り勾配は、規定通りと

れており（1/100以上）、スムーズに流れていますか □

8 配管継手部（冷媒配管・ドレン配管）も含め、設置場
所に合致した断熱工事を確実に行いましたか □

機器の性能低下だけでなく、結露して水漏れが発生
する可能性があります。適切な断熱工事をお願い
します。

電気配線
工事

9 （複数台設置の場合）他系統と誤配線になっていま
せんか □

機器が動作しない。	
他系統と誤配線になっていないか確認をお願いし
ます。

10
室内ユニット別電源方式の場合、関連法規に従って
漏電しゃ断器（高調波対応品、全極開閉機能付）は取
り付けましたか

□ 故障や漏電時に感電、火災の原因になることがあり
ます。設置工事、アース・配線の確認をお願いします。

11 別売品等の誤取付け・誤配線はありませんか □

12 アース工事は行いましたか □

13 電源線・接続線・信号線の誤配線・ネジの緩みはあ
りませんか □

14 配線の太さは規定通りですか □

15 電源電圧は本体銘板と同じですか □

試運転

16 異常な音の発生はありませんでしたか □ ファンの接触、室内ユニットの歪みが無いか確認を
お願いします。

17 室内ユニットより冷風・温風は吹き出しましたか　 □ 機器が動作しない。他系統と誤配管・誤配線になっ
ていないか確認をお願いします。

18 風向範囲の切り換えは、お客様の希望通りに行い
ましたか □ 「13. 風向範囲の切り換え」（34ページ）参照

素線のはみだし、ネジの緩みは
接触不良の要因となります。

端子台

〈正常〉 〈異常〉



パナソニック HVAC ＆ CCシステムズ株式会社
〒 370-0596　群馬県邑楽郡大泉町坂田 1 丁目 1 番 1 号
©Panasonic HVAC & CC Systems Co.,Ltd. 2026

ACXF60-64730
BE0226-0

Printed in China


